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　埼玉県の南東に位置する草加市は、江戸時代より日光街道２番目の宿場町として栄え、「おくのほそ道」で有名な松尾芭蕉が歩いた美しい景観の松
並木が続く、歴史情緒溢れるまちです。市内中央には綾瀬川が流れており、古くは資材を運ぶ水路として船が多く行き来しておりました。この水運は、「草
加せんべい」とも深いつながりを持ち、醤油のまち野田からも醤油が運ばれました。しかしながら、低地ということもあり、大雨や台風時に洪水を度々
引き起こすようになりましたが、まちの成長と共に、治水事業が進み被害は大幅に改善されました。記録によると、１６４４年には、幕府の流路改修
にて現在の金明町地先から現在の直線に流れる流路に変えられました。
　高度経済成長期における松原団地の造成や鉄道の開通と共に人口も爆発的に増え、昭和３３年には人口３万４８７８人で市制を施行いたしました。
現在では埼玉県内６番目の人口を有する約２５万人の都市となっています。東武伊勢崎線の開通により、交通網が発達し、また首都高速道路や東京外
環自動車道を利用した首都圏の主要高速道路へのアクセスは、格段に良くなりました。通勤通学に便利な草加市は、平成２９年まで一貫して人口が増
え続けており、生産人口年齢が県内でも比較的多く、今後の人口減少対策も急がれております。
　平成２６年に、おくのほそ道の風景地「草加松原」と名勝指定を受けた「松並木」は、昭和６２年に日本の道１００選に選ばれており、元来市民の
憩いの場として親しまれております。隣接する綾瀬川左岸広場は、市街地における貴重なオープンスペースとして、憩いの場・交流の場となっており、
災害時の防災機能を兼ね備えた公園としても利用されております。また、市内のお祭りやイベント等にも利用されており、市民にとって、なくてはな
らない公園でもあります。

こんな『まち』に住みたい。～埼玉県草加市～特
集 　草加市は埼玉県東南部に位置し、東京都に隣接しています。都心から約 20km のところにあり、これま

で都内への通勤利便性を活かしながら、東京のベッドタウンとして発展してきました。地下鉄日比谷線、
半蔵門線と直通運転を行う東武スカイツリーラインが市の南北を縦断し、東京外環自動車道が東西を横断
する、交通アクセスに非常に恵まれたまちです。一方で、かつて日光街道の宿場であった面影を伝える建
造物や街道文化、地域固有の習慣といった歴史資源や、国指定名勝「おくのほそ道の風景地」として指定
された「草加松原」などの自然、景観資源にも恵まれています。
　地場産業としては、「草加せんべい」、「皮革」、「ゆかた染め」があります。全国にその名を知られた「草
加せんべい」ですが、草加の土地は、もともと良質な米と水、そして千葉県野田市の醤油など、せんべい
の原料に恵まれた土地でした。現在市内には、50 店舗以上の草加せんべいの製造所・販売所が営業して
います。
　また、草加の枝豆は、甘みが強く、地理的にも収穫から市場への出荷が非常に早く、鮮度を保ったまま
販売されることから、草加の代表的な農産物の一つとなっています。
　さらに、これまでまちが発展する中で培われてきた地域のつながり、支え合いの力、私はこれを「市民
力」と呼んでいますが、本市はこの「市民力」が非常に高いまちです。花火大会やサンバフェスティバル、
ふささら祭りや宿場祭りといったイベントをはじめ、様々な取り組みにおいて市民力を発揮していただい
ており、まちの更なる発展を支えていただいています。
　一方で欠点として挙げられるのは、元々、転入・転出の比率が高い傾向にあることもあり、町会・自治
会への加入率の低下傾向が続いていることです。こうした状況を何とかしたいということで、平成 27 年
3月に「草加市町会・自治会への加入及び参加を促進する条例」を制定し、基本理念と、住民、事業者、町会・
自治会及び市の役割を明確にしました。
　今後も、住民がともに支え合える「つよいまち」　づくりを推進していていきたいと考えています。

Ｑ１．草加市の現状 (長所・短所 )について

Ｑ２．市制 60周年を迎えて
　本市は、昭和33年11月 1日の市制施行から、本年で60周年を迎えます。50周年のテーマであります「共
生」の実現に向けた取り組みが進み、この 10年間で、文化・福祉・教育・子育てなど、あらゆる分野において、
市民力・地域力が発揮されてきました。こうした力は、まちへの「愛着と誇り」が原動力となっており、それは、
平成 28 年度に実施した「草加市民アンケート」において、76. 5% の方に「今後も草加市に住み続けたい」
とご回答いただいたことにも表れていると感じています。
　そこで 60 周年では、今日まで草加を築き上げてこられた方々に敬意を表すとともに、様々な記念事業な
どを通じて、市民の皆様がまちを知り、体験・共感していただくことで、まちへの愛着や誇りのさらなる
醸成を図ってまいりたいと考えています。

共に創ろう！快適都市、草加。
草加駅東口駅前

草加せんべい
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草加松原

Q3. シティプロモーションについて

　そのため、今後さらに、地域に関わる全ての人々が、「共」に協力し、様々な資源を活用することで、まちの魅力や地域の豊かさを、より一層「創」
り出していこう、そして、「いつまでもこのまちで暮らしたい」、「このまちで子どもを育てたい」と実感できる快適都市を「創」っていこう、という
思いを込め、60周年のテーマは、「共に創ろう！快適都市、草加。」とさせていただきました。

　本市のシティプロモーションの取組の基本は、情報を分かりやすく発信することだと考えています。こ
のため、平成28年度に広報「そうか」のカラー化や、市ホームページのリニューアルを行いました。そういっ
たことを含めて、まずは市民へのシティプロモーションを進めています。また、市政・文化・イベント情
報などについて、新聞社、テレビ局や雑誌社などへの PR を積極的に進めており、テレビ局各社の番組な
どのメディアに取り上げられることも多くなってきています。メディアに本市の個性や魅力が取り上げら
れ、より多くの人の目にふれる機会が得られることは、本市に住んでいることを誇りに感じ、本市への愛
着をより感じていただけることにつながると考えています。
　　　

浴衣染め

皮革製品

　その他、市内のすぐれた製品や農産物等の紹介を行う「モノづくり市長ふれあい訪問」などの取組も行っており、市長である私自身が本市のトップセー
ルスマンとして、ホームページの市長コラムなどを活用し、積極的に本市の魅力を発信しています。
　今後も市内外に向けて、最も効果的なメディアを活用し、職員一人ひとりが草加の魅力を発信する広報マンであるという認識を持ち、あらゆる場面
で積極的な PRに努めていきたいと考えています。

モノづくり市長ふれあい訪問

田中市長とともに

　草加市の名産品としては、草加煎餅、慈姑（くわい）、皮革、ゆかた、地球儀があります。大正時代に川
越で行われた特別大演習にて「草加せんべい」が埼玉の名産品として天皇に献上され、全国に名が知られ
ていきました。
　現在の田中市長が就任し、８年目を迎えました。平成３０年度の施政方針では、「まちへの愛着と誇り」
のさらなる醸成を図っていくとありました。草加市に住みたい、住み続けたい、そして愛着があり、まち
の魅力や地域の豊かさを実感できる「快適都市―草加―」の実現に取り組んでいる、本当に住みたいまち
草加となるための手法を田中市長に聞いて来ました。



【名勝地としての市の PRについて】
　国指定名勝 「おくのほそ道の風景地草加松原」は、平成 26 年 3 月に、文化財保護法に規定する国の
名勝に指定されました。元禄 2年 (1689 年 ) 松尾芭蕉の一行が通過したころからその後の時代にかけて
マツが植え足され、日光街道両側の並木の距離は 1.5km までになりました。戦後、昭和 40 年代には、
車両の排気ガスによる影響や道路舗装による根の切断などにより、著しく本数を減らしましたが、地元
関係者の皆様と市との協働による保護の取り組みの結果 , 平成 24 年には古木・若木合わせて 634 本の
松並木が復活するに至りました。幹回りが約 2m にも及ぶ老樹を含め、綾瀬川に沿って線上に延びる並
木道の風景は壮観であり、今なお「おくのほそ道」の時代の雰囲気を伝える一連の風致景観の一つとし
て高く評価されました。現在、本市では重要な資源であるこの草加松原を活用し、和舟の舟行事業やお

Q4. 地域コミュニティ、教育、子育て世代に関して
　本市では、「子育てするなら草加、教育を受けるなら草加」と言われるまちを目指しています。一人ひとりがすくすくと成長し、健やかで、必要な
基礎学力を身につけ、将来は草加や日本の発展に資する人材となってもらえるよう、公立保育所の耐震化や民間保育園の新設、小・中学校へのエアコ
ンの設置やトイレ環境の改善などの取組を順次進めています。また、子ども教育連携の取組としてこれまで、各中学校区で「目指す子ども像」を設定し、
小中一貫教育の取組を進めてきました。今後は、各中学校区内の幼稚園・保育園・認定こども園等とも連携して、「幼保小中を一貫した草加の教育」
を実施していきます。
　さらに、市民と市との協働で立ち上げ運営している、子育ての専用サイト「そうか子育て応援・情報サイトぼっくるん」では、子育てに必要な情報を、
民間、行政にかかわらず市民目線で集約し、発信しています。
平成 2 9 年 4 月には、「松原団地駅」の駅名が、「獨協大学前 < 草加松原 > 駅」へ改称されました。これを契機として、国指定名勝「おくのほそ道の
風景地 草加松原」など、本市の歴史と文化を活かしながら、まちの魅力をさらに高め、また、「大学があるまち」として、本市とともに歴史を重ねて
きました獨協大学とともに、若い活力にあふれているまちであることを PRしていきたいとも考えています。

Q5. 国指定名勝 おくのほそ道の風景地「草加松原」

Q7. 草加市（新田地区、柿木地区、谷塚地区、松原地区）の再開発等について

トップの熱い思いと強いリーダーシップがまちを変える！
　草加市は首都東京に隣接し、その利便性から徐々に人口が増えていったまちです。なぜ草加に住みたいのか、なぜ草加に住み続けたいのか。　
もちろん利便性は重要なファクターであるし、生まれ住んだまちだから、ということもあるでしょう。愛着もあるし、慣れ親しんだまちだから、
と答える人もいるでしょう。では、その他の要因はどのようなことがあるのでしょうか。それは、我々不動産業者が、普段の業務の一環として家
探しをされる方と接する時によくわかります。その要因は、お客様のライフスタイルで各々違ってくるように思われます。学校に近い部屋を探す
学生の方や、とにかく駅から近い部屋を好まれる社会人の方、親元から独立したい方や、結婚を機に広い部屋がほしいご夫婦、または、安心して
子育てが出来る場所を探される方など様々です。その中でも、「住み続けたい」と思う方たちの考え方と、トップの思いは一致しているのか？とい
うことを念頭に、田中市長に話を聞かせて頂きました。
　草加市は「市民のことを本当に大切にしているまち」だと感じました。当たり前かもしれませんが、市民の為に草加市があるとでも言いましょうか、
全ては、市民の為の行政であると。今後の草加市が直面するであろう様々なまちの課題に対して、いち早く取り組んでいる政策だと感じました。
　本年市制６０周年を迎えた草加市のテーマは「共に創ろう！快適都市、草加。」です。行政だけではなく、市民と行政が手を取り合い快適な都市
を創ろうというメッセージを受け取りました。しかしながら、快適都市になったかと言えばまだまだゴールは先にあると思います。きっと活気あ
ふれる市民が魅力あるまちを創った時に、また、子どもたちが草加市を誇りに思い、ふるさと草加となった時にわかることだと思います。現在、
２０１８年８月の概算値ではありますが、総務省統計局の調べによると日本の人口は１億２６４９万人であり、７年連続で減少していると公表さ
れました。もはや誰も驚くことはないでしょう。人口減少社会の中で我々市民が出来る事。それは田中市長の言う「市民力」を高める事なのかも
しれません。（文：吉田　浩士）
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子育て支援センター

【住んでみたい・住み続けたいと思える魅力的なまち】
　まちの活力を維持するためには、市民の皆様に「いつまでも住み続けたい」という、愛着と誇りを持っ
ていただけるまち、また市外の方には、「訪れてみたい」、「住んでみたい」という魅力を感じていただける
まちにしていくことが必要です。そのため、都市基盤整備などのハード面と、にぎわいの創出や、子育て・
教育などのソフト面の両面から、地域資源を活用しつつ、まちの付加価値を高め、「草加」というブランド
力を高める取組を進めています。また、「シティプロモーション」の推進により、今後もこれらの取組を積
極的に発信していきたいと考えています。

【活発な地域コミュニティがまちづくりの主体となれるまち】
　施策を行政だけで行うことは、人的にも、時間的にも、費用的にも難しい状況にあります。本市には、
地域で様々な活動をとおしてまちづくりに関わっている方が、非常に多くいらっしゃいます。人材とい
うものは、まちづくりを行う上で、非常に重要な要素です。そうした市民の皆様といっしょにまちづく
りを行うために、平成16年に「みんなでまちづくり自治基本条例」(通称「みんまち条例」)を策定しました。
市民が、まちづくりに主体的に参画することを明文化して保障し、市民と行政が、主体性を持ちながら、
対等の立場で、共通の目標に向かって役割を担う、パートナーシップによるまちづくりを制度化したも
のです。条例では、市民活動を支援するための基金の設置や、まちづくりの拠点づくりなどが盛り込ま
れており、この規定に基づき、まちづくり応援基金の設置や、市民活動交流センターの整備などを行っ
てきています。

休み処の整備、文化拠点としての茶室の建設などを行っています。今後も、草加松原の魅力をさらに高めるとともに、末永く保存・継承していくため、
市民の皆様との協働によるにぎわいづくりの取組を進めていきたいと考えています。
【問題点と今後の動き】
　「草加松原」が、その長い歴史とともに形成してきた名勝としての価値を指定地内だけでなく、周辺地域を含めて、将来に向け適切に保護・保存、
維持していくことが課題として挙げられます。
なお、松並木と道 ( 日光街道 )、綾瀬川が一体となった風致景観である「草加松原」は、今後ともシンボルとして、市民の活動・交流の場として、に
ぎわいづくりにおいても十分活用していきたいと考えています。

コンフォール松原

おくのほそ道風景地の草加松原

　本市は、昭和 30 年代後半からの急激な人口増加と都市化による様々な課題を解決するため、市民の皆
様や国・県など関係機関のご協力をいただき、東武鉄道伊勢崎線高架化事業や東京外かく環状道路、草加
駅などの駅前再開発や周辺の土地区画整理事業など、都市の骨格づくりを進めてきました。時代の移ろい
とともに都市の変化も著しく、少子・超高齢化社会の到来や防災、防犯、居住環境、また中心市街地の衰
退など、都市に関する新たな課題も生じています。このような中、災害に強い良好な居住環境をめざし、
新田駅東口及び西口の土地区画整理事業や、独立行政法人都市再生機構と連携した草加松原団地建替事業、
谷塚駅西口地区において、特性に即したまちづくりに取り組んでいます。また、本市は市域の 9 割以上が
市街化区域で、市街化調整区域は 1割未満となっています。その市街化調整区域である柿木地区は、長年、
具体的な土地活用が懸案となっていましたが、現在、埼玉県企業局と調整をしながら、市内産業の振興、
雇用の拡大を図るため、自然環境、周辺環境と調和した産業団地の整備を進めています。

草加市花火大会

Q6.4 つのまちづくり戦略について

防災訓練

【災害につよいまち】
　治水対策として、大雨や台風、ゲリラ豪雨等による浸水被害の軽減を図るため、排水機場の整備を進め
ています。また、市民の皆様に災害に対する理解を深め、命を守る行動につなげるための基礎知識を身に
つけていただくため、新たにハザードマップを作成し、市内全ての住宅と事業所に配布しています。ハザー
ドマップは、地域での防災講演会や、小・中学校の防災教育でも活用されています。
　平成 29年 11月には、近い将来、発生が予想されている首都直下型地震に備え、町会連合会主催による「避
難所運営市民防災訓練」が、小中学校など 33 の避難所で実施されました。地域の皆様が主体となり、市
内一斉で実施する訓練は、県内初めての試みでしたが、約 1 万人の方々が参加し、「市民力」が大いに発
揮されたと感じております。さらに、災害対応の拠点となる、市役所本庁舎について、平成 33 年度中の
完成に向けて、建て替えの準備を進めています。

【超高齢化社会に対応したまち】
　本市の高齢化率はここ数年、毎年 1% 前後上昇してきました。平成 8 年は 7.8% であったのに対し、平
成 30 年 4 月現在では 24.3% です。現在の高齢化率は、全国と比べると低くなっていますが、平成 4 3 年
には 4 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者となると推計されています。その中で、お年寄りが元気に暮らして
いくには、健康で人とふれあうことが重要であると考えています。本市では、おしゃべりボランティアや
買い物ボランティアによる支援、地域の皆様が主体となり実施する介護予防教室 ( ジャンプ教室 )、50 歳
以上の方を対象とした「口腔がん検診」の実施などの事業を実施しています。また、平成 28 年 4 月には、
本市で初めてのコミュニティバス「パリポリくんバス」の運行を開始しました。
既存バス路線では補うことのできない「交通不便地域」を解消するため、市民の皆様からのご要望の多かった駅や市立病院へのアクセスの向上を目指し、
年末年始を含め 365 日、1時間につき概ね 2便が運行しています。なお、愛称である「パリポリくんバス」という名称と車体へのデザインは、愛着をもっ
てご利用いただけるよう、公募により決定しました。

パリポリくんバス
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支部長挨拶

各地区近況及び副支部長報告

　草加地区の近況報告をさせて頂きます。草加地区の暑気払いには草加市役所の方々をはじめ、大勢の皆様のご参
加を賜り、楽しく盛大に暑気払いが出来ました事に感謝申し上げます。空き店舗や空き家といった遊休不動産への
取り組み、飲食店やモノづくり工房、創業支援施設など、地域経済を活性化し、雇用やにぎわいを創出しようとす
る事に取り組みの話等、有意義な懇親が出来たものと思います。
　「そうかリノベーションまちづくり」については、我々の会員でありますメンバーが行政主導のまちづくり事業と
宅建協会の関わりについて全宅連の取材を受け、報告書が発刊されました。
　そしてこの秋！任期満了に伴い 10月 28日、草加市市長選挙、草加市市議会議員選挙が行われる予定です。我々、

草加地区近況報告 副支部長 兼 草加地区地区長　木村忠義

　八潮地区においては、公益社団法人の団体として、行政との宅地建物取引業に関する意見提言として八潮市民美
化運動推進協議会、他に６協議会等へ八潮地区会員を派遣しております。また、年１２回に及ぶ行政での不動産無
料相談を実施し、市民・消費者への不動産取引知識にかかる普及啓発及び安全取引にかかる情報提供活動を実施し
ておりますが、今後、八潮地区において取り組んでいきたい課題は、市内の無料相談において、空き家の相談事例
が昨今多く見受けられることから、八潮市内の空き家対策について公益社団法人埼玉県宅建協会本部及び埼玉東支
部並びに行政等と連携して、空き家の相談ついての取り組みを検討していきたいと思います。これらのことから、
八潮地区で実施している八潮市の関係行政機関との意見交換会を開催し、今後も、行政に対して不動産全般につい
ての意見提言を実施し、市民及び地域並びに行政への公益社団法人の団体として貢献してまいりたいと思います。

八潮地区近況報告　 副支部長 兼 八潮地区地区長　吉田準一

　平成３０年、３１年度の２年間、再度副支部長兼三郷地区長を務めさせて頂くこととなりました。微力ながら会
員の皆様のお役に立てるよう努めたいと考えております。
　さて、三郷地区の近況ですが、去る６月２２日に行なわれました埼玉東支部理事会の開会挨拶の中で、三郷市陸
上競技場（別名セナリオハウスフィールド三郷）が三郷インターチェンジの北東地区に完成したとのお話はさせて
頂きました。一周４００ｍの公認トラックとインフィールドはサッカー場やラグビー場も兼ね備えております。役
員の皆様の三郷情報として記憶に留めて頂きたいとパンフレットを回覧させて頂きました。また三郷の８月は夏祭
りが目白押しです。８月４日（土）ミサトスタイル2018（ジャズとグルメのイベント）におどり公園於、８月１１日（土）
ビッグ盆 2018（盆踊り・サンバ・歌謡）におどり公園於、８月２５日（土）三郷花火大会（三郷 8000 発・流山 6000 発）
江戸川運動公園於、以上三郷地区近況報告とさせて頂きます。

三郷地区近況報告　 副支部長 兼 三郷地区地区長　鈴木邦男

　秋の気配を感じる季節となりましたが会員の皆様には益々ご健勝の事とお慶び申し上げます。
又、皆様には日頃より支部運営にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
４月よりスタート致しました新体制での事業も全ての委員会が順調に担当する事業を行っており
ます。
　特に今年４月よりスタート致しました「埼玉東支部空き家問題解消におけるサービス提供」に
ついては多くの会員の皆様のご協力をいただき、サービス提供のルールに沿って業務を遂行して
まいります。相談者、行政、我々会員がより良い関係を築きお互い利益が生み出される事に期待
を致します。
　又、当支部では独自に埼玉宅建協同組合加入促進キャンペーンを行っており、新規加入会員に
は会費半年分相当の「ＱＵＯカード３０００円プレゼント企画」が好評を頂いております！既存
の組合員には新年会費や支部旅行の一部を補助いたしますし、各種割引サービス等もご利用頂い
ております。当支部では２８，２９年度に続き３０年度も県内支部加入率１位を目指しておりま
すのでご協力の程お願い申し上げます。
　今後も支部会員の皆様のご繁栄、ご健勝をご祈念し挨拶とさせていただきます。

支部長　榎本　隆雄

専務理事
専務理事：宗像　健慈
　会員の皆様、今期２年間支部の専
務理事を務めます宗像健慈です。日
頃は支部事業にご協力頂きありがと
うございます。
　私からは支部が推し進めている事
業の紹介をします。
①宅建協同組合の加盟促進：内山会長任期中に２５００社加盟と全体
の５０％の加盟を目指します。組合員へのメリットを第一とした営利
組合です。組合費分のメリットは充分にありますので、ぜひ加盟して
下さい。
②賃貸管理協会加盟促進：国交省がサブリース問題に対して、新たな
ルールを定めようとしています。賃貸住宅管理業者に対して一定数の
管理をしている業者は賃貸不動産経営管理士の資格を有するものが在
籍するとか、( 一社 ) 全国賃貸不動産管理業協会に加盟するなど、消費
者保護のためルールを制定するようです。サブリースをしている会員
さんは、早めの資格取得や加盟をおすすめします。
③空き家対策：４月より埼玉東支部独自の「空き家解消サービス」を
始めました。今までは相談者からの不動産売却や賃貸などの依頼を中
立・公平にするため、特定の会員紹介は行いませんでしたが、新サー
ビスでは中立・公平を保ちながら、相談者から売却依頼や賃貸の受託
を会員がするシステムです。行政からの相談者対応の依頼も徐々に増
えております。多くの会員の登録をお願いします。

委員会役員報告
消費者相談兼法令遵守委員会
委員長：池永　幸生
　今年度消費者相談委員会では、不
動産無料相談所を例年通り草加市・
三郷市・八潮市において３４回実施
致します。７月に行われました不動
産無料相談員研修会に参加されまし
た相談員の皆様には相談員としてご
協力をよろしくお願い申し上げます。来る９月２２日には、草加駅前
のアコスホールに於きまして空き家やアパートの改修と男女トラブル
と不動産をめぐる法律問題についての宅建オープンセミナーを開催致
します。会員はもとより一般消費者の皆様にも是非お声がけをして頂
き大勢の皆様にご参加して頂きたいと思います。
又、１１月には東部エリアでの研修会も予定しております。１０月と
１１月には、情報提供委員会と合同で各市の市民まつり等で無料相談
所を併設した不動産フェアを開催致します。
　法令遵守委員会では、１１月に指導員による事務所調査を実施致し
ます。対象となる会員の皆様にはご理解ご協力をお願い致します。

総務財務兼広報啓発委員会
委員長：五十嵐　佳之
　本年度総財務兼広報啓発委員会委
員長を務めております五十嵐　佳之
です。会員の皆様におかれましては
当委員会への活動のご理解ご協力感
謝申し上げます。
　また、昨年度までは業務支援委員
会委員長として皆様方にお世話になりました事、重ねて御礼申し上げ
ます。総財務兼広報啓発委員会では埼玉東支部の運営のサポートを始
めとして、定期総会の準備や公益社団法人としての支部財政及び運営
の適正化を引き続き行ってまいります。また、広報啓発委員会吉田副
委員長長と共に支部会員の皆様に充実した内容の広報誌の提供が出来
るよう努めてまいります。宜しくお願い致します。

政策推進委員会
委員長：村上　昌已
　会員の皆様におかれましては、政
策推進委員会の活動にあたり、日頃
よりご協力を頂き誠にありがとうご
ざいます。今年度も草加市へ４件、
三郷市へ２件、八潮市へ５件計１１
件の政策提言を各行政・議会へ要望・
陳情するため、２回の委員会を開催いたしました。先般６月開催の支
部理事の審議を受け、県本部９月理事会の承認を経て、各市への提出
となっていきます。
　また、８月２４日には八潮市との懇談会も実施し、協会と行政の緊
密な連携に努めております。今後とも、各市会員の皆様におかれまし
ては、更なる業界的発展に向けた政策提言等を見据えた情報をお寄せ
いただきたく、お願い申し上げる次第です。　　

情報提供委員会
委員長：森　正見
　会員の皆様には日頃より情報提供
委員会の活動に対しましてご協力い
ただき誠にありがとうございます。
さて、昨年より宅建協会の不動産情
報サイトが「ハトらぶ」に変わり一
年が経ち約 40％弱の会員が加入して
おりますが、まだまだ物件の登録数が少ない状況が続いていることか
ら、７月１９日に「ハトらぶ の使い方講習会」を開催し２２名の会員
様に参加していただきました。まだ「ハトらぶ」に加入頂いていない
会員様におかれましても「ハトらぶ」に物件登録をすると REINS や
他のポータルサイトへ同時に掲載できるなど、大変便利な機能もあり
ますので、入会希望の会員様は事務局まで連絡をお願いします。
　また、現在社会的問題となっている空き家対策の一環として、当支
部地域内において「空き家バンク」の制度を整備するにあたり、行政
や支部に空家等の相談が来た場合には無料相談員を介したのち、会員
の皆様をご紹介する仕組みを構築しました。
　これからも会員各位のご要望を伺いながら、研修会等を開催させて
いただきますので、皆様の参加をお待ちしております。

業務支援委員会
委員長：小勝　元貴
　日頃より、業務支援委員会の活動
にご協力をいただきありがとうござ
います。業務支援委員会では会員の
皆様へ向け、業務の向上等、様々な
発信を行っております。
　協同組合加入につきましては、現
在 120 社を超え、県内トップの加入率を維持しております。本年も加
入数 NO1 を目指し、そして入会率 TOP を維持すべく冒頭の支部長
のご挨拶にもありました「入会キャンペーン」を企画しております。
是非、会員の皆様同士でお声がけをいただき、協同組合にお誘いいた
だきます様、ご協力よろしくお願いいたします。
　最後に、本年 11 月 21 日（水）には埼玉東支部親睦旅行として、日
帰りバスツアーを企画しております。横須賀の軍港をめぐり、横浜中
華街にて食事・散策し、湾岸線の工場夜景を楽しむ旅となっております。
是非多くの皆様にご参加いただきます様よろしくお願いいたします。

宅建政治連盟草加地区会でも、草加市の発展に繋がる候補者を支援してまいりますので、ご理解ご協力をお願い致します。
　また、草加市役所危機管理課では、先日この大阪での地震を受け、ブロック塀点検等についての啓発チラシの配布を行っております。
　最後は、柿木地区産業団地代替物件情報提供の件です。「皆様の情報提供により、お陰様で、スムーズに行われている」との報告がありました。
これからも我々会員の業務がスムーズに行えるよう、皆様と一緒に考え活動してまいりますので、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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宅建業免許更新、提出期間経過で

免許失効免許失効免許満了日の 90日前から 30日前まで
（協会経由：100 日前から 50日前まで）

要確認！

更新のための講習会は有効期限満了の 6か月前から受講が可能です。

宅地建物取引士証（宅地建物取引主任者証）の
有効期限は大丈夫ですか？

エリア情報（草加・八潮・三郷）

『やしお市民まつり』

『草加ふささら祭り・草加商工会議所まつり』

『産業フェスタ 2018』

各エリアの最新情報や気になる情報を担当委員がお伝えするコーナーです

Soka

Yashio

Misato

Soka

Yashio

Misato

　今回は、「お祭り」をテーマに草加市最大のイベントの『草加ふ
ささら祭り・草加商工会議所まつり』を紹介させていただきます。
　毎年 11 月の 1 週目に国指定名勝の草加松原綾瀬川左岸広場を
会場に開催される、地域産業活性化のイベントです。今年は草加
市制60周年を記念して11月3日・4日の二日間にて開催されます。
　「草加ふささら祭り」では毎年、関東でも有数の出演チーム数を
誇る「踊るん♪よさこい」が県道 49 号線を使用し開催されます。
また、草加市文化会館駐車場では、世界のグルメが楽しめる「ワー
ルドバザール」の開催、その他 200 を超える多彩な飲食販売、展
示ブースなど、たくさんのイベントが満載です。また昨年はこれ
らのイベントを巡って商品をゲットする「草加ふささらスタンプ
ラリー」も開催されました。
　私たち宅建協会埼玉東支部も、情報提供委員会が主体となり、
不動産フェアとして不動産の無料相談会やポケットティッシュ・
カイロ・うまい棒などを市民の皆様へ無料配布するなど毎年参加
し支部の PRを行っています。

毎年 11 月の中旬になると、三郷市役所周辺ではにぎやかなイベントが行われます。
三郷市商工まつりと三郷市農業祭が合同で開催されて、その二つのイベントを合わせ
て『産業フェスタ』と呼ばれています。今年も、11月 17日 (土 )・18日 (日 )の二日間、
お楽しみの『産業フェスタ 2018』が開催されるようです。
　市役所庁舎南側の商工まつり会場では、お揃いのテントが軒を並べ、約 50 店舗の
商工会会員が、玩具や衣料品・革製品・海産物・飲食物など各種商品を格安で販売し
ています。また、特設ステージでは、歌や踊りのパフォーマンスショーや創作太鼓の
演奏などが行われています。
農業祭会場では、朝採れ野菜や農産物加工品が市場価格より大幅に安い値段で買うこ
とができ、その他にも枝豆の無料配布や炊き立てご飯でつくったおにぎりの試食会も
時間を決められて行われています。

また道路の向かい側にある勤労者体育館のなかでは、三郷市の工業者グループ「メビ
ウス」と「ファルコン」が行う“ものづくり体験コーナー”や三郷工業技術高校の生
徒が製作したソーラーカーなどが展示されています。
　そして、勤労青少年ホーム前庭で販売される“りんご”は、三郷市と友好都市を締
結している長野県安曇野市から直送されるりんごで、蜜を含んだ甘みのある大玉です。
これを買うために、早朝 7 時前から行列ができるほどの盛況振りで、この味を楽しみ
にしている市民の方もたくさんいるようです。
　子どもから大人まで楽しめるイベントとして毎年開かれており、今年の 11 月 17
日 ( 土 ) と 18 日 ( 日 ) は、ぜひ皆さんで三郷市役所に行ってみましょう！

イベントの内容は、物産展示即売会、模擬店、キャラクターショー、阿波踊り、小学生の鼓笛隊、ふれあい動物広場、福祉コーナー、ミ
ニＳＬ広場、スポーツ広場など、全ての世代の方がお楽しみいただける内容となっており、近年では、１０万人を超える皆様にご来場い
ただける市内最大のイベントとなっています。
市のメイン通りで行うパレードでは、子どもみこし、おとなみこしの他、ハーレー隊なども参加予定です。流し踊りでは、当日の飛び入
り参加も予定しています。また、わんぱく相撲大会では、子どもたちの真剣勝負に思わず手に汗を握ってしまいます。
是非、ご家族やお友達を誘って、ご参加ください。

１０月２８日に市役所周辺で開催される第２７回やしお市民まつりは、「このまち好
きです。ふるさとまつり」をテーマに掲げ、市民相互のコミュニティ意識を高めるこ
とと、市民文化の向上を目的として、開催されています。（わんぱく相撲大会は、２
７日に文化スポーツセンターで開催）
市民の皆様に親しまれるお祭りとなるよう、市内の各種団体の代表者が実行委員とな
り、市民目線で「企画・運営」している市民主体のお祭りです。
もちろん（公社）埼玉県宅地建物取引業協会からも、実行委員を選出し、やしお市民
まつりが盛大に開催されるよう協力しています。

　
　また、同日開催の「草加商工会議所まつり」では、約 130 もの企業・団体が出席し、市内で製造された特徴ある製品やアイディア製品の
PR 販売・ロボット対決や立体迷路などのミニイベントや地域ならではのバラエティに富んだ多彩な飲食物の販売などが行われています。
　　左岸広場の特設ステージでは、多くの企業の協賛を基に用意された賞品が当たる草加商工会青年部主催の「タオル大抽選会」が毎年大賑
わいをみせるなど一日楽しめる催しです。皆様も是非一度、家族で来場して頂き楽しみながらできる体験や学び、新たな発見を求めてみて
はいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（草加地区担当　永堀　直樹）

今回のテーマは「地域のお祭り」をお伝えします！



新規入会業者及び退会業者

(株)Y'sプロデュース（埼葛支部へ移動） / （株）第一住創　草加営業所

(有)モリヤ・リスポンズ / (有)トータルプランニング / 大土建工業(株) / 水口不動産

（株）利起商事 / (株)Green（さいたま浦和支部へ移動）

（株）ハウストゥエンティーワン 
IT 不動産センター

三郷市早稲田2-17-18
（三郷６班）

代表取締役　小見　通

TEL：048-958-0221
FAX：048-949-6521

（株）クリスタルクリエイト

八潮市木曽根1045-1
（八潮２班）

代表取締役　柴　明彦

TEL：048-995-1558
FAX：048-998-1277

新規入会業者

支部移動・退会者・支店廃止

埼玉東支部会員数　３３４社
（平成３０年８月現在）

草加１７０社・八潮７０社・三郷９４社

9 10

草加市柳島町559-12
（谷塚１班）

代表取締役　直井　正弘

TEL：048-951-4401
FAX：048-951-4403

直井商事 (株 )

（株）　アルシオン

八潮市大字中馬場49-1
(八潮３班)

代表取締役　川澄　貴司

TEL：048-997-6340
FAX：048-997-6340

編集後記

　皆様こんにちは。この度、前任の吉田良一編集長より任を引き継ぎます吉田浩士と申します。
　どうぞ、よろしくお願いいたします。
　この度の埼玉東支部 NEWS　LETTER「輝」第２０号をお読み下さいまして誠に有難うございました。今
回は草加市を特集記事として取り上げさせていただきました。公務でご多用の中、田中和明市長にはお時間を
いただき、貴重なお話を伺うことができました。本当にありがとうございました。
　草加市は、住宅地から、団地造成、鉄道や幹線道路、高速道路と共に発展してまいりました。まちは整備され、
昭和一桁生まれの祖母は、田んぼしかなかったのになぁと道がわからず、時代の変化に戸惑っております。
　時代は昭和から平成へと変わり、来年の５月１日から新年号へと改元されます。家族構成も変化し、世帯当
たりの人数もライフスタイルも共に変化しております。そのような時代の中で、いかにまちの問題に先手を打
ち、いかに市民をリードして快適都市草加を実現するかが重要ではないでしょうか。
　昨年の２０１７年から２０３５年までのマスタープラン（まちづくりの基本となる計画）が改定されました。
　幼い子どもが安心して暮らせるまち、若者を引き付けるまち、高齢者が元気なまち、活気あふれる市民が多
いまち、そして、「市民力」高いまち草加市にする為、「快適都市！草加。」の実現に向かって、草加市長には
その先頭を走っていただきたいと思います。

支部案内

公益社団法人 埼玉県宅地建物取引業協会　埼玉東支部
〒340-0003　埼玉県草加市稲荷 3-18-2

◆埼玉東支部ホームページ
http://www.takuken.or.jp/higashi

◆お問合せアドレス
saitamahigashi@takuken.or.jp支部事務局

編集長
吉田　浩士

日帰りバスツアーのご案内
　毎年恒例の支部旅行が、今年も 11 月 21 日（水）に日帰りバ
スツアーとして開催されます。今年の企画は、大人気の横須賀「軍
港めぐり」から、横浜中華街の「中華三昧・点心バイキング」を堪能。
中華街散策後、湾岸線で「工場夜景」見ながら帰るツアーです。
　是非、多くの皆様にご参加いただき、更なる親睦を図っていた
だきたいと思います。（担当：業務支援委員会）

空き家問題解消における
　　　　　サービス提供のお知らせ

【日　　時】 平成 30年 11月 21日（水）
【行　　先】 横須賀軍港めぐり→横浜中華街→湾岸線工場夜景
【行　　程】 草加市内・八潮三郷市内→横須賀軍港めぐり→横浜中
　　　　　 華街（食事・散策）→湾岸線工場夜景観賞→草加市内・    
　　　　　 八潮三郷市内にて解散（20:15 頃予定）
【参 加 費】  協同組合員　￥4,000（参加資格 1社 2名まで）
　　　　　 協同組合員以外の方　￥8,000
                ※バス代金、軽食代、軍港めぐり費用、食事代が含まれます。

【締め切り】 平成 30年 10月 30日（火）
【募集人数】 約 80名（定員になり次第、締め切りさせて頂きます）
【交　　通】  1 号車（草加市内 12:00 発）
　　　　　  2 号車（八潮市内 12:00 発→三郷市内 12:15 発）
【集合時間】  草加　11:45（１号車）
　　　　　  八潮　11:45（２号車）
　　　　　  三郷　12:00（２号車）

お問合せ：支部事務局　☎ 048-932-6767

　埼玉県宅地建物取引業協会では、現在埼玉県内の各行政と連携し、
空き家対策の一環として「空き家バンク」への取り組みに協力してい
ます。
　草加市、八潮市、三郷市でも「空き家バンク制度」の制度を整備す
るにあたり、行政や支部に空き家等の相談が来た場合には無料相談員
を介したのち、会員の皆様をご紹介する仕組みを平成３０年４月１日
より、構築し運用しています。
　「埼玉東支部空き家問題解消におけるサービス提供申請書」にて登
録をしていただくと、ランダムで各月に振り分けられ、月度１５社程
度を「月度紹介業者」として相談者に業者情報をお渡ししております。
　来年度分の登録受付は、平成 31 年 1 月の会員直送便にて申込用紙
を送付させて頂きますので、是非この機会に登録をお願いいたします。
　また、現在登録されてます会員様も再登録が必要となりますので、
引き続き登録される方はお申し込みをお願いします。（自動更新はさ
れません）

TEL：048-932-6767
FAX：048-932-6360

無料相談員

問い合わせ

仲介業務

無料相談

相談者

行政

埼玉東支部

会員業者

連絡（依頼）

連絡
問い合わせ

紹介

①

①

②
③

④

⑤

【空き家問題解消サービスの流れ】

埼葛支部からの支部移動

お知らせ
支部事務局員の退職に伴い、新事務局員の採用等で本来の
業務が出来るよう、日々 研鑽をしておりますが、まだまだ業務に
時間が掛かる状況となっております。つきましては、窓口の営業
時間が以下の通りとなりますので、ご了承ください。

【営業時間】
平　日 ： 午前９時～午後３時　(休憩時間：１２時～１時)
　　　　※１１月より通常通り１７時まで営業の予定です。
事務手続受付時間 ： 午前９時～１２時、午後1時～３時
定休日 ： 土・日・祝日・GW休業・夏季休業・年末年始休業


